
　

英
国
・
ロ
ン
ド

ン
の
タ
ク
シ
ー
は
、

か
つ
て
は
黒
色
塗

装
の
車
両
の
み
を

使
用
し
て
い
た
た

め
「
ブ
ラ
ッ
ク
キ

ャ
ブ
」
と
呼
ば
れ

る
。
今
は
黒
色
以

外
の
車
両
や
、
ラ

ッ
ピ
ン
グ
広
告
が
施
さ
れ
た
車

両
も
あ
る
。
運
転
者
は
、
試
験

合
格
者
に
限
ら
れ
る
▼
英
国
で

は
、
配
車
ア
プ
リ
を
利
用
し
た

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
配
車

サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
観
光
客
向
け
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
「
短
距
離
の
み
、

比
較
的
安
心
な
日
中
の
み
の
利

用
に
留
め
る
こ
と
を
お
す
す

め
」
と
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
安

全
面
の
不
安
は
否
め
な
い
▼
日

本
で
も
政
府
が
、
普
通
免
許
し

か
持
た
な
い
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー

が
自
家
用
車
に
有
料
で
客
を
乗

せ
る
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
導

入
に
向
け
た
調
整
を
進
め
て
い

る
が
、
タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
労

働
組
合
で
あ
る
全
自
交
（
全
国

自
動
車
交
通
労
働
組
合
連
合

会
）
は
全
面
的
に
反
対
し
て
い

る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
権
利
保

護
が
不
十
分
な
個
人
事
業
主
に

よ
る
労
働
が
前
提
で
、
利
用
客

の
安
全
確
保
策
が
担
保
さ
れ
な

い
う
え
、
職
業
運
転
手
の
低
所

得
化
に
直
結
し
、
タ
ク
シ
ー
が

公
共
交
通
と
し
て
成
り
立
た
な

く
な
る
▼
県
職
労
も
、
全
自
交

か
ら
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
反
対
署
名

の
要
請
を
受
け
、
署
名
を
取
り

ま
と
め
た
。
組
合
員
の
皆
様
の

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

▲人事異動について早期内示など人事課の見解を質す県職労交渉団

▲内城人事課総括課長に要求書を提出する小田嶋委員長（右）

▲職場決議・署名を手渡す工藤現業評議長（右）
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12
月
８
日
、
２
０
２
４
定
期
人
事
異
動
に
関
す
る
要
求
書

を
内
城
人
事
課
総
括
課
長
に
提
出
し
、
交
渉
を
行
っ
た
。
交

渉
で
は
、
今
年
３
月
８
日
の
春
闘
期
人
事
課
総
括
課
長
交
渉

の
時
点
か
ら
早
期
内
示
を
求
め
続
け
て
き
た
こ
と
に
も
触
れ

な
が
ら
、
３
月
１
日
内
示
、
異
動
期
間
の
確
保
、
本
人
希
望

の
尊
重
等
を
要
求
の
柱
と
し
た
。

①
内
示
時
期

　

３
月
１
日
ま
で
の
内
示
を
要

求
す
る
と
と
も
に
、
不
可
能
な

場
合
に
は
、
内
示
日
か
ら
発
令

日
ま
で
最
低
で
も
３
週
間
を
確

保
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
ま

た
、
３
月
８
日
の
春
闘
期
の
交

渉
に
お
い
て
、
異
動
手
続
き
、

給
与
登
録
、事
務
分
担
決
定
等
、

内
示
後
の
業
務
は
多
い
こ
と
か

ら
１
日
で
も
２
日
で
も
早
く
内

示
す
べ
き
と
求
め
た
こ
と
に
も

言
及
し
、検
討
状
況
を
質
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
鋭
意
作
業
中

で
あ
り
、
現
時
点
で
内
示
日
は

示
せ
な
い
が
、
春
闘
で
の
お
話

を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

承
知
し
て
お
り
、
内
示
日
か
ら

発
令
日
ま
で
に
一
定
程
度
の
期

間
を
確
保
す
る
こ
と
も
含
め
、

で
き
る
限
り
配
慮
し
て
い
き
た

い
」
と
回
答
し
た
。

②
本
人
希
望
の
尊
重

　

家
庭
や
個
々
の
事
情
を
把
握

し
、
本
人
希
望
を
尊
重
す
る
こ

と
、
長
距
離
通
勤
や
長
期
単
身

赴
任
等
、
多
大
な
負
担
を
生
じ

さ
せ
な
い
こ
と
、
特
に
も
子
育

て
、
介
護
、
病
気
療
養
と
い
っ

た
事
情
を
抱
え
る
職
員
に
不
利

益
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
無
謀

な
異
動
を
避
け
る
こ
と
を
要
求

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
身
上

調
書
の
内
容
か
ら
、
本
人
の
希

望
や
家
庭
事
情
等
を
把
握
し
、

県
職
労
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
く
。
で
き
る
限

り
家
庭
事
情
等
を
考
慮
し
た
配

置
に
努
め
た
い
が
、
全
員
の
意

向
に
沿
う
こ
と
が
で
き
か
ね
る

　

11
月
24
日
、
現
業
評
議
会

（
工
藤
明
彦
議
長
）
は
、
現
業

統
一
闘
争
と
し
て
、
内
城
人
事

課
総
括
課
長
と
交
渉
を
行
い
、

そ
の
後
、
和
田
管
財
課
総
括
課

長
、
臼
井
農
林
水
産
企
画
室
管

理
課
長
及
び
大
野
県
土
整
備
企
画

室
管
理
課
長
と
交
渉
を
行
っ
た
。

【
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
】

①
現
業
職
員
の
人
員
補
充

　

定
年
引
上
げ
に
伴
い
、
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
を
希
望

す
る
職
員
が
い
た
場
合
、
欠
員

と
同
様
の
補
充
を
す
る
よ
う
求

め
た
と
こ
ろ
、
「
体
力
的
な
不

安
等
に
よ
り
短
時
間
勤
務
の
希

望
が
生
じ
易
い
と
想
定
。
柔
軟
に

対
応
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

②
現
業
職
員
の
賃
金
改
善

　

55
歳
以
上
の
非
現
業
職
員
を

対
象
に
新
設
さ
れ
た
勤
勉
手
当

の
「
勤
続
加
算
枠
」
に
つ
い

て
、
現
業
職
員
へ
の
対
応
を
質

し
た
と
こ
ろ
、
「
基
本
的
に
昇

給
し
な
い
57
歳
以
上
を
対
象
と

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

対
象
者
の
人
数
が
少
な
い
と
配

分
数
が
少
な
く
な
る
課
題
も
考

え
ら
れ
る
。
研
究
し
て
い
く
」

確
実
な
人
員
確
保
と

　
　
　
　
　
賃
金
改
善
を

早期内示・本人希望尊重を
12.8　人事異動要求書提出

現
業
評   

人
事
課
長
・
各
主
管
室
課
長
交
渉

こ
と
も
理
解
い
た
だ
き
た
い
」

と
回
答
し
た
。交
渉
団
か
ら
は
、

「
障
が
い
の
あ
る
職
員
の
勤
務

地
は
、
特
に
も
十
分
考
慮
願
い

た
い
。
車
を
運
転
で
き
な
い
場

合
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い

と
配
属
先
の
職
場
に
行
け
な
い

場
合
も
あ
る
」
と
求
め
た
。

③
出
向
・
派
遣

　

各
種
団
体
、
法
人
等
へ
の
派

遣
者
か
ら
、
例
え
ば
、
夏
季
休

暇
や
通
勤
手
当
が
県
よ
り
も
不

利
と
の
相
談
が
あ
る
こ
と
か

ら
、事
前
に
説
明
し
た
う
え
で
、

本
人
の
意
向
を
確
認
す
べ
き
と

要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
職

員
の
派
遣
は
、
本
人
の
希
望
等

を
踏
ま
え
て
選
考
し
て
い
る
ほ

か
、
早
い
段
階
で
本
人
に
お
伝

え
し
、
公
益
法
人
等
派
遣
法
等

の
規
定
に
従
い
、
派
遣
先
と
の

取
決
め
の
内
容
等
を
説
明
し
、

同
意
を
受
け
て
い
る
」
と
回
答

し
た
。
交
渉
団
か
ら
は
、「
県

で
は
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
対

象
と
な
る
業
務
に
対
し
、
手
当

が
出
な
い
例
が
あ
る
。
派
遣
先

法
人
の
中
に
は
、
新
規
事
業
に

伴
う
派
遣
受
入
に
対
応
し
て
特

殊
勤
務
手
当
を
新
設
し
た
事
例

も
あ
る
。
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
不
利
益
は
、
あ
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
指
摘
し
、
改
善
を

求
め
た
。

　

県
職
労
で
は
、
早
期
内
示
、

本
人
希
望
の
尊
重
、
多
大
な
負

担
の
回
避
等
を
重
点
と
し
て
、

人
事
異
動
対
策
の
取
組
を
進
め

て
い
く
。

▲課題改善に向け交渉に臨む現業評交渉団

と
回
答
し
た
。

③
土
木
部
運
転
技
士
の
配
置

　

運
転
技
士
の
補
充
の
在
り

方
、
配
置
の
方
向
性
を
質
し
た

と
こ
ろ
、
「
全
県
画
一
で
は
な

く
、
個
別
具
体
的
に
そ
の
都
度

検
討
・
決
定
が
必
要
」
と
回
答

し
た
。
交
渉
団
か
ら
、
「
新
規

採
用
と
併
せ
、
１
〜
２
年
技
術

伝
承
で
き
る
体
制
も
考
慮
す
べ

き
」
と
訴
え
た
。

④
技
能
員
の
配
置

　

各
試
験
研
究
機
関
の
技
能
員

は
恒
常
的
に
不
足
し
て
お
り
、

任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員

を
基
本
に
増
員
す
る
よ
う
求
め

た
と
こ
ろ
、
「
常
勤
職
員
を
基

本
と
し
て
適
切
に
対
応
す
る
」

と
回
答
し
た
。

⑤
管
財
課
運
転
技
士
・
守
衛

　

管
財
課
運
転
技
士
の
新
規
採

用
、
守
衛
直
営
３
人
体
制
の
維

持
と
退
職
補
充
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
「
運
転
技
士
、
守
衛
と
も

適
切
に
対
応
す
る
」
と
回
答
し

た
。

【
主
管
室
課
交
渉
】

　

各
主
管
課
に
対
し
、
計
画
的

な
退
職
補
充
と
増
員
を
含
め
た

体
制
強
化
を
求
め
、
見
解
を
確

認
し
た
。

▲農林水産企画室との交渉に臨む現業交渉団（右）

　寒さが厳しい冬期の外出では、路面凍結などもあり車の運転には
十分に気をつけなければなりません。
　また、年末年始の休暇は帰省・旅行・レジャーなど出かける機会が増えたり、雪道に慣れ
ていない県外からの車両が多くなったりと、いつもに増して注意が必要です。



　

11
月
11
日
、
県
職
労
現
業
評

議
会
（
工
藤
明
彦
議
長
）
は
、

岩
手
県
民
会
館
会
議
室
に
て
若

手
職
員
学
習
交
流
会
を
開
催
し

た
。
採
用
10
年
以
内
の
職
員
を

対
象
と
し
、
対
象
者
17
人
に
対

し
、
13
人
が
参
加
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
初
め
に
自
己

紹
介
を
し
、
小
田
嶋
中
央
執
行

委
員
長
か
ら
１
時
間
程
度
の
講

義
が
あ
っ
た
。
基
礎
学
習
と
し

て
、
労
働
基
本
権
に
お
け
る
、

▲庁舎環境等の改善を求め交渉する交渉団（左）

▲要求書を手渡す樋澤花巻支部長（右）

▲県庁支部で行われた労働条件学習会のようす
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を
＝

▲現業評議会で開催された学習交流会のようす

　

12
月
１
日
、
県
庁
支
部
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
「
差
額

支
給
」
な
ど
、
交
渉
結
果
を
説

明
す
る
学
習
会
を
開
催
し
、
45

人
が
参
加
し
た
。　
　
　

　

は
じ
め
に
県
庁
支
部
佐
々
木

琢
磨
支
部
長
（
医
療
政
策
室
分

会
）
が
「
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
品

等
の
物
価
が
上
が
り
、
一
緒
に

働
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
生
活
も

大
変
だ
と
思
う
。
県
職
労
は
交

渉
に
よ
り
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
さ

せ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
皆

さ
ん
も
差
額
支
給
と
な
る
。
組

合
に
加
入
し
一
緒
に
働
く
職
場
の

労
働
条
件
改
善
を
」と
あ
い
さ
つ
。

若
手
職
員
学
習
交
流
会
を
開
催

11.1 内丸緑地での確定闘争アピール行動

11.10確定闘争県職労総務部長交渉

11.25花巻支部秋の交流会

9.8 胆江支部スポーツ交流会

10.2 宮古支部うみねこ交流会

10.14気仙支部ボウリング大会

5.13盛岡支部いちご狩り交流会

6.8 平和の火リレー知事要請

8.14野中市議２期目当選

1.19知事との意見交換会

5.1 岩手県中央メーデー

　

12
月
５
日
、
花
巻
支
部
は
独

自
要
求
書
を
花
巻
総
務
セ
ン
タ

ー
石
木
田
所
長
に
提
出
し
、
交

渉
を
行
っ
た
。
冒
頭
、
樋
澤
支

部
長
か
ら
「
職
場
の
組
合
員
ら

の
要
求
を
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
是
非
改
善
願
い
た
い
」

と
要
求
書
を
手
交
し
た
。

　

交
渉
で
は
、
花
巻
地
区
合
同

庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、

障
が
い
の
あ
る
来
庁
者
が
無
理

し
て
階
段
を
上
っ
て
い
る
こ
と
、

県
税
室
な
ど
の
窓
口
で
も
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
こ
と
、
荷
物
の

搬
入
で
危
険
が
伴
っ
て
い
る
な

ど
の
実
態
を
伝
え
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
強
く
要
求
。
庁
舎

の
冷
暖
房
運
転
に
つ
い
て
、
災

害
対
応
時
や
時
差
勤
務
の
時
間

帯
に
も
柔
軟
な
稼
働
を
求
め
た
。

県
庁
支
部    

会
計
年
度
任
用
職
員
「
労
働
条
件
学
習
会
」
開
催

一
緒
に
働
く
会
計
年
度
職
員
も

年
内
差
額
支
給
！

古
く
て
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
必
要
　

設
置
を
求
め
継
続
要
求

花
巻
支
部 

独
自
要
求
・
交
渉

花
巻
支
部 

独
自
要
求
・
交
渉

現
業
評

＝
育
児
支
援
の
た
め
近
隣
に
駐
車
場
確
保
を
＝

写真で振り返る

2023年

さ
ら
に
、
保
育
園
等
に
預
け
る

な
ど
育
児
中
の
職
員
の
た
め
合

庁
近
隣
に
職
員
駐
車
場
を
確
保

す
る
よ
う
要
求
し
た
。

　

現
在
、
職
員
公
舎
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
な
い
。
今
年
８
月

の
大
雨
で
は
、
災
害
警
報
が
連

日
発
せ
ら
れ
る
な
ど
対
応
に
追

わ
れ
、
深
夜
に
帰
宅
し
て
も
高

温
多
湿
の
た
め
睡
眠
が
確
保
で

き
な
い
と
の
こ
と
か
ら
住
環
境

の
改
善
の
た
め
エ
ア
コ
ン
設
置

は
必
須
と
訴
え
た
。
ま
た
、
災

害
警
戒
本
部
総
務
班
対
応
に
か

か
る
旅
費
・
超
過
勤
務
手
当
等

は
、
所
属
予
算
任
せ
に
せ
ず
総

務
セ
ン
タ
ー
が
必
要
額
を
取
り

ま
と
め
要
求
・
配
分
す
る
よ
う

求
め
た
。
さ
ら
に
、
本
局
、
北

上
合
庁
や
遠
野
合
庁
間
の
書
類

搬
送
便
を
廃
止
し
な
い
よ
う
強

く
求
め
た
。

一
般
職
と
現
業
職
と
の
違
い

や
、
行
革
合
理
化
計
画
に
よ
る

採
用
人
数
の
抑
制
（
特
に
03
年

〜
08
年
）
な
ど
を
中
心
に
講
義

が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
の

質
問
で
は
「
こ
れ
ま
で
労
働
協

約
は
あ
る
か
？
」
な
ど
が
聞
か

れ
た
。
そ
の
後
、
意
見
交
換

（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）
と
し
て
、

各
職
場
で
の
問
題
点
や
職
場
ご

と
の
違
い
な
ど
、
各
職
場
の
現

状
を
発
表
し
た
。

　

現
業
評
議
会
と
し
て
初
め
て

の
試
み
と
し
て
開
催
し
た
今
回

の
学
習
交
流
会
は
、
同
じ
職

種
、
年
代
の
仲
間
が
顔
見
知
り

に
な
り
、
気
軽
に
相
談
出
来
る

関
係
性
の
構
築
を
目
的
と
し
て

開
催
し
た
。
今
後
も
開
催
す
る

時
期
、
時
間
等
も
検
討
し
、
さ

ら
な
る
活
動
に
つ
な
げ
た
い
。

　

続
い
て
県
職
労
特
別
中
央
執

行
委
員
、
野
中
や
す
し
盛
岡
市

議
か
ら
４
年
前
の
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
導
入
の
経
過
に
触

れ
、「
組
合
は
４
年
前
か
ら
一

時
金
の
勤
勉
手
当
の
導
入
を
要

求
し
、
今
年
度
の
交
渉
で
導
入

の
道
筋
が
で
き
た
。
勤
勉
手
当

の
導
入
は
組
合
で
交
渉
を
続
け
て

き
た
か
ら
実
現
で
き
て
お
り
、
ぜ

ひ
組
合
加
入
を
」と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
高
谷
琢
人
県
職
労
中

央
執
行
委
員
（
管
財
課
分
会
）

よ
り
「
月
額
報
酬
（
週
30
時
間
）

の
方
で
１
級
25
号
の
給
料
表
の

場
合
、
差
額
支
給
の
金
額
は
一

時
金
を
含
め
約
10
万
円
。
年
内

の
支
給
と
な
る
」
と
具
体
的
金

　

11
月
24
日
、
２
０
２
３
年
度

第
２
回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委

員
会
が
書
面
開
催
さ
れ
、
２
０

２
３
年
度
の
健
康
管
理
の
取
組

に
つ
い
て
、
事
務
局
の
総
務
事

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
中
間
報
告
を

受
け
た
。

　

精
神
疾
患
に
よ
る
療
養
状
況

に
つ
い
て
、
10
月
末
時
点
の
療

養
実
人
員
は
２
０
２
２
年
の
72

人
に
対
し
、
２
０
２
３
年
は
68

人
と
、
全
体
と
し
て
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

29
歳
以
下
に
限
定
す
る
と
、
２

０
２
２
年
の
27
人
に
対
し
、
２

０
２
３
年
は
30
人
と
、
増
加
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
。

額
を
示
し
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
た
。

　

最
後
に
支
部
小
原
大
書
記
長

（
農
村
建
設
課
分
会
）
よ
り
「
休

第
２
回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員
会

健
康
管
理
の
取
組
の
　

中
間
報
告

　

一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
現
在

で
受
診
者
５
１
５
７
人
に
対

し
、
高
ス
ト
レ
ス
者
４
４
８
人

（
８
・
７
％
）、
う
ち
面
接
指
導

実
施
者
25
人
と
な
っ
て
い
る
。

高
ス
ト
レ
ス
者
は
前
年
度
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
り
、
医
師
の
面

接
指
導
に
よ
り
就
業
上
の
措
置

が
必
要
と
な
っ
た
職
員
は
出
て

い
な
い
。

　

整
理
整
頓
、転
倒
防
止
、コ
ー

ド
類
の
固
定
・
整
理
、
換
気
、

照
度
確
保
、
災
害
時
の
対
応
等

の
安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、
事

業
場
ご
と
の
衛
生
委
員
会
に
お

い
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実

施
（
予
定
）状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

暇
な
ど
権
利
の
使
い
方
を
学
習

す
る
機
会
は
必
要
」
と
、
今
後

の
参
加
を
呼
び
か
け
、
締
め
く

く
っ
た
。


